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発表要旨（600字～800字程度）： 

 

  現代モンゴル語の複数接尾辞 -LDAの拡張形と, -LCAの縮約形について記述をまとめ、

用法、特徴を示す。現代モンゴル語の相互態接尾辞 -LDA の拡張形は -CALDA であり、協

同態接尾辞 -LCA の縮約形 -CAである。だが、これら複数接尾辞の拡張形と縮約形は、通

常一般の文法書には、ほとんど記述されることがない。塩谷 (2009: 173) では、以下のよう

にいくつかの動詞語幹に接続して、主に相互態接尾辞 -LDA 「相互 (互いに～する)」と同

様の意を表示すると述べた。例:  bulaa-calda- (bulaa-lda-) 「（物を）奪い合う」, oroo-coldo- 

(oroo-ldo) 「もつれ合う、（舌が）もつれる」, sax-calda- (saxa-lda) 「押し合う」、cix-celde- 

(cixe-lde) 「混雑して押し合う」。 

 協同態接尾辞 -LCA の縮約形 -CAは、相互態接尾辞 - LDA と同じく、通常一般の文法書

には、ほとんど記述されることがないが、以下のように特に L, R をもつ動詞語幹に接続し、

協同態接尾辞 (-LCA) とほぼ同じ意味を表示する。例: bar’c 「互いに」張り合う、bar’ 「つ

かむ」。 

 研究方法として、現代モンゴル語のコーパスである、Mongolian National Corpusを用い、 

相互態接尾と協同態接尾辞の付いた全動詞を収集した。相互態接尾辞の付いた動詞は、123

動詞、協同態接尾辞の付いた動詞は 84例を得た。これらの動詞を観察し、どのぐらいの割

合で拡張形と縮約形になりうるのか、拡張形と縮約形と接続不可能な動詞はどのぐらい存

在するのかなどの調査を発表する予定である。 
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